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広
島
の
ダ
ン
プ
労
働
者
の
新
聞 

ダ 
ン 

プ 

通 

信 

徒 

然 

草 

■
一
二
月
二
三
日
（
日
）
に
八
五
歳
を
迎

え
る
天
皇
の
（
お
そ
ら
く
）
最
後
と
思
わ

れ
る
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容

は
、
マ
ス
コ
ミ
も
大
き
く
取
り
上
げ
た
。

沖
縄
の
こ
と
や
憲
法
・
平
和
・
戦
争
な
ど

自
身
の
戦
中
・
戦
後
の
体
験
に
も
と
づ
く

重
い
中
身
で
あ
っ
た
◆
沖
縄
に
つ
い
て

は
「
沖
縄
の
人
々
が
耐
え
続
け
た
犠
牲
に

心
を
寄
せ
て
い
く
と
の
私
ど
も
の
思
い

は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
声
を
震
わ
せ
て
話
し
、
私
た
ち

に
も
思
い
入
れ
の
強
い
こ
と
を
感
じ
さ

せ
た
◆
ア
ベ
政
権
は
沖
縄
知
事
選
挙
で

明
確
に
示
さ
れ
た
「
新
基
地
建
設
反
対
」

の
民
意
に
も
聞
く
耳
持
た
ず
、
そ
の
二
か

月
半
後
に
土
砂
投
入
を
強
行
、
既
成
事
実

を
積
み
重
ね
て
「
も
う
後
戻
り
で
き
な
い

か
ら
あ
き
ら
め
ろ
」
と
思
わ
せ
る
手
段
に

出
て
き
た
。
し
か
し
沖
縄
の
人
々
は
決
し

て
あ
き
ら
め
て
は
い
な
い
。
土
砂
投
入
す

る
た
め
に
護
岸
で
囲
っ
て
あ
る
と
こ
ろ

は
、
全
体
の
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
基
地
が

完
成
す
る
目
途
は
技
術
的
に
も
法
律
的

に
も
全
く
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
◆
い

ま
「
沖
縄
の
美
し
い
海
を
こ
れ
以
上
土
砂

で
汚
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
日
本
国
内
か

ら
も
海
外
か
ら
も
ア
メ
リ
カ
の
政
府
（
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
）
に
た
い
し
て
「
沖
縄
の

基
地
建
設
反
対
」
の
声
を
電
子
署
名
で
届

け
る
運
動
が
ま
た
た
く
間
に
広
が
り
、
要

件
で
あ
る
一
〇
万
を
超
え
、
二
十
万
に
近

づ
い
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
が
署
名
に

回
答
す
る
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
。（
Ｍ
） 

   

来年 10月からの消費税の 10％への増税

反対、過積載根絶、単価引き上げなど要求

を前進させ組織拡大・強化に全力を。 

2019年は新たな前進を勝ち取る年にしよう 

 

 

 

 

 

 

を発出しました。「再度の文書対応も検討し

たい」などと回答がありました 

ら
せ
る
」
働
き
方
の
実
現
を
、
③ 

災
害
対
策
、
消
費
税

増
税
中
止
、
社
会
保
障
の
拡
充
、
地
域
循
環
経
済
の
実
現
、 

④ 

憲
法
九
条
の
改
憲
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
職
場

か
ら
、
地
域
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

年
明
け
の
行
動
は
一
月
八
日
（
火
）
に
広
島
市
内
の
駅

頭
な
ど
で
の
早
朝
宣
伝
行
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

来
年
も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

（
写
真
は
講
演
す
る
橋
口
副
議
長
） 

 

一
二
月
七
日
（
金
）
の
夕
方
「
広
島
県
二
〇
一
九
年
春
闘
共
闘
委
員
会
結
成
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
大
会
議
室
に
八
〇
人
余
り
が
参
加
、
建
交
労
か
ら
は
中
藤
久
雄
県
本

部
委
員
長
は
じ
め
ダ
ン
プ
支
部
、
広
島
地
域
支
部
、
鉄
道
支
部
な
ど
か
ら
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 広

島
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
は
、
小
林
議
長
、

武
田
事
務
局
長
、
山
田
特
別
執
行
委
員
が
参

加
し
ま
し
た
。 

全
労
連
の
橋
口
紀
塩
副
議
長
が
「
か
ち
と

ろ
う
、
大
幅
賃
上
げ
、
八
時
間
働
い
て
人
間

ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会 

と
め
よ
う
安
倍
九

条
改
憲
、
消
費
税
増
税 

職
場
と
地
域
か
ら

の
共
同
の
た
た
か
い
で
、
未
来
を
切
り
開
こ

う
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

橋
口
氏
は
二
〇
一
九
年
春
闘
の
課
題
と
し

て
① 

実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
分
を
解
消
す

る
賃
金
引
上
げ
・
賃
金
底
上
げ
の
た
た
か
い

を
② 

「
八
時
間
働
け
ば
、
人
間
ら
し
く
暮

ら
せ
る 

 

                               

                

 
 

来
年
は
「
勇
気
と
冒
険
」
の
年 

来
年
の
干
支
は
「
い
の
し
し
」。
イ
ノ
シ
シ
は
干
支
（
＝
十

二
支
）
の
一
番
最
後
に
位
置
し
ま
す
が
、「
猪
突
猛
進
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
「
勇
気
と
冒
険
」
を
象
徴
す
る
干
支
で
す
。

ま
た
最
後
と
い
う
こ
と
は
、
「
新
た
な
始
ま
り
に
む
け
て
の

準
備
期
間
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
新
た
な
発
展
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
は
万 

病
を
防
ぐ
と
言
わ
れ

て
お
り
、「
牡
丹
鍋
」

と
も
い
わ
れ
、
無
病

息
災
の
象
徴
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

 

元
気
で
新
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。 

 

い
ま
し
た
が
、
反
対
世
論
と
市
民
の
運
動
の

強
ま
る
中
、
憲
法
審
査
会
の
開
会
を
断
念
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
夕
方
「
広
島
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
」
の
緊
急
の
宣
伝
行
動
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
、
武
田
事
務
局
長
、
山
田
特
別
執
行

委
員
が
宣
伝
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

世
論
と
市
民
の
運
動
で

安
倍
九
条
改
憲
「
提
示
」
強

行
を
阻
止
、
臨
時
国
会
で
の

提
案
さ
せ
ず
。 

 

安
倍
首
相
は
憲
法
９
条
を
変
え
て
、
自

衛
隊
を
海
外
で
「
戦
争
で
き
る
」
軍
隊
に

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
憲

法
審
査
会
に
自
ら
の
側
近
の
議
員
を
配

置
し
、
一
二
月
六
日
に
「
憲
法
審
査
会
」

を
野
党
の
反
対
を
押
し
切
り
開
催
し
「
九

条
改
憲
案
」
を
提
示
す
る
こ
と
を
狙
っ
て 

（緊急宣伝行動に参加した武田事務局長 

12月 6日中区本通り青山前にて） 



 

写
真
で
振
り
返
る
二
〇
一
八
年 

 

【
写
真
説
明
・
時
計
回
り
で
右
上
か
ら
】 

「
生
公
連
」
第
九
回
総
会
で
挨
拶
す
る
小
林
豊
数
議
長
（
二
月
）

→
県
本
部
主
催
の
「
二
〇
一
八
年
春
闘
討
論
集
会
」（
二
月
）
→
今

年
は
呉
市
で
開
催
し
た
「
広
島
ダ
ン
プ
支
部
三
四
回
定
期
大
会
と

エ
バ
ー
運
輸
企
業
組
合
総
会
」
（
五
月
）
→
過
積
載
調
査
も
取
り

組
み
役
所
に
指
導
を
要
求
（
写
真
は
九
月
と
一
月
）
→
七
月
の
豪

雨
災
害
で
は
組
合
員
に
も
被
災
者
が
（
写
真
左
下
は
組
合
員
か
ら

の
提
供
で
す
）
→
二
〇
一
八
年
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
一
日
目
（
七

月
一
〇
日
・
広
島
市
）
→
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
二
日
目
（
一
一
月

一
五
日
・
福
山
市
）
→
災
害
対
策
に
動
員
さ
れ
た
ダ
ン
プ
の
労
働

条
件
改
善
で
呉
市
に
要
請
（
九
月
二
七
日
）
→
今
年
も
「
交
通
安

全
講
習
会
」
や
り
ま
し
た
（
一
一
月
一
〇
日
・
広
島
市
内
） 
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今
後
の
組
合
活
動
日
程 

一
二
・
二
八
仕
事
納
め 

 

二
〇
一
九
年 

一
・ 

七 

仕
事
始
め 

一
・ 

八 

新
春
ス
タ
ー
ト
宣
伝
行
動
（
早
朝
宣
伝
） 

一
・ 

九 

県
労
連
・
ヒ
ロ
シ
マ
労
連
旗
開
き 

一
・
一
一 

中
国
地
協
事
業
団
・
高
齢
者
交
流
会 

一
・
一
二 

ダ
ン
プ
企
業
組
合
広
島
定
例
会 

一
・
一
九 

ダ
ン
プ
企
業
組
合
呉
定
例
会 

一
・
二
一 

年
金
裁
判
（
広
島
地
方
裁
判
所
） 

一
・
二
六 

建
交
労
中
央
委
員
会
・
県
労
連
評
議
員
会 

一
・
二
六 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

一
・
二
七 

市
民
本
位
の
市
政
を
「
市
民
の
つ
ど
い
」 

一
・
二
七 

建
交
労
全
国
ダ
ン
プ
部
会
総
会
（
～
二
八
日
） 

二
・ 

三 

県
本
部
二
〇
一
九
年
春
闘
討
論
集
会 

二
・
一
一 

革
新
懇
デ
ー 

二
・
一
六 

ダ
ン
プ
企
業
組
合
福
山
定
例
会 

二
・
二
三 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

          
 

 

       

 

  

 

 

  

 

 ２０１９年「ダン

プで働くみんなの

要求アンケート」に

ご協力ください 

今年も頑張りました、過積載根絶・単価改

善・長時間労働の是正などダンプ労働者の労

働条件改善のため来年も頑張りましょう！ 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 組合では２月から税金相談・学 

習会を始めます。詳しい日程は来

月号でお知らせします。組合の「自

主計算書」を同封しますので、参加

する人は必ず記載して持参してく

ださい。自主計算書に記入してい

ないと相談できないのでそうなら

ないように注意してください。 

元気で新年をお迎えください。 

（事務局一同） 

 

「
ダ
ン
プ
で
働
く
み
ん
な
の
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
同
封
し
ま
し

た
。
来
年
一
月
末
ま
で
に
組
合
に

送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。 

税
金
相
談
会
・
定
例
会
な
ど
組

合
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
組
合
員

は
そ
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

二
月
に
は
税
金
相
談
・
学
習
会
を
行
い
ま
す
。 


